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C-TPAT　海外製造者

参加資格要件　＆　申請概要

C-TPAT FOREIGN MANUFACTURERS

ELIGIBILITY REQUIREMENTS & APPLICATION INSTRUCTIONS

事務局注： 

正しくは米国国土安全保障省税関・国境保護局の原文をご参照下さい。

http://www.cbp.gov/ImageCache/cgov/content/import/commericial_5fenforcement/ctpat/foreign_5fmanufacturers/manuf_5feligibility_5fapplication_2edoc/v1/manuf_5feligibility_5fapplication.doc


参加受付の第一段階－　2003年8月18日から、以下に掲げる資格要件に適合する海外製造者は、C-TPAT（Customs – Trade Partnership Against Terrorism）参加手続を行なうことができます。
· 製造者（メキシコのみ）－　メキシコから米国へ輸出しているメキシコ製造者で、米国向けのいかなる商品について、製造し、梱包・出荷準備（すなわちトレーラー／コンテナに積込みしシールする）を行なっている者。これらの活動の全てが、当該メキシコ製造者が所有し管理する施設において行われていなければならない。
· 関連企業（メキシコのみ）－　現在C-TPAT参加者となっている輸入者によって全て或いは一部所有されている子会社であるメキシコの適格製造者。関連企業とはメキシコ製造者に関する上述の定義も満たすものでなければならない。C-TPAT参加輸入者によって統括されていなければならず、且つC-TPAT参加輸入者のセキュリティ・プロファイルに含められているものでなければならない。ノート：関連企業は、FASTプログラム（Free and Secure Trade Program）
適格性を得るという目的で海外製造者C-TAP参加申込みをすることは求められていない。
FAST－　メキシコに限り、C－TPAP認定を受けたメキシコ製造者及びC-TPAT輸入者関連メキシコ企業は、米国／メキシコ国境のFASTプログラムに参加することが許される。関連企業は、自発的参加に関する海外製造者の合意書（a signed Foreign Manufacturers Agreement to Voluntarily Participation）及びC-TAPT認定輸入者による海外製造者セキュリティ・プロファイルの手続を完了する、或いは、当該製造者によるC-TAPTの参加申請により、FAST取扱い（FASTプロセッシング）の適格者となる。
· その他海外製造者－　税関・国境保護局（CBP）は、CBPからC-TPAT参加を要請するメキシコ以外の海外製造者の第一段グループを確定している。これら海外製造者は、米国向けのいかなる商品について、製造し、梱包・出荷準備（すなわちトレーラー／コンテナに積込みしシールする）を行なっていなければならない。これらの活動の全ては、当該適格製造者が所有し管理する施設において行われていなければならない。

C-TPAT参加申請について、上述の各企業に対する手続ガイド（instruction）はApplication Instructionで説明されている。
ご参考として、C-TPATファクトシートは、C-TPATプログラムについての一般的質問と参加者に対して付与されるであろうベネフィットについての回答となるものである。質問がある場合には、CBP Industry Partnership Programのindustry.partnership@dhs.govに問い合わせいただきたい。

誰が申請できるか？
· 米国へ輸出しているメキシコ製造者で、C-TPAT海外製造者適格要件における定義を満たしている製造者。
· 海外製造者C-TPATに参加するようCBPから要請を受けた海外製造者

どのように申請するか？
１．「C-TPAT Foreign Manufacturer Agreement to Voluntarily Participate」を読み署名する。これは、セキュリティ・リコメンデーションに対するC-TPAT参加者のコミットメント、及び、セキュリティのプロセスと手続を強化するため、サプライチェーンに関わるサービスプロバイダーを協働するという申請者のコミットメントを表すものである。プログラム実施上必要な権限を有する企業管理職がアグリーメントに署名しなければならない。全ての書類は英語で作成されなければならない。
２．署名入りアグリーメントのオリジナル２部を下記へ送付する：
Customs and Border Protection 
Office of Field Operations 
Customs – Trade Partnership Against Terrorism
1300 Pennsylvania Avenue, N.W.
Room 5.4C

Washington D.C. 20229

Attention: C-TPAT Foreign Manufacturer
３．署名したアグリーメントを提出するに当って、申請企業のレターヘッドがついた用紙で別のカバーで、以下に掲げる情報が確実に含まれているようにされたい。

· 正式な企業名（Legal Company Name）
· 住所（Street Address）
· 各住所（Street Address）に対応する製造者ID番号（MID）

· 企業の連絡窓口

－　連絡窓口の氏名と役職

－　電話番号

－　FAX番号

－　Eメールアドレス
· 企業の構造
· （製造国における）企業レベル及びオペレーションレベルでの上級管理職員の氏名
· 親会社／子会社及び米国へ出荷している関連製造施設のロケーション
· 法人証明（例えば、政府発行の証明書、及び／または免許証のコピー）
· 資本の源泉を含めた申請企業の財務状況の記述（例えば、個人所有か公開企業か）
· 基本顧客（Primary Customers）及び、子会社、関連製造施設から輸入しているビジネス・パートナーの名前
· それぞれの製造施設で製造されている商品のタイプ
４．サプライチェーン・セキュリティ・プロファイル質問状に全て答え一部を次へEメー。ルで送付する。industry.partnership@dhs.gov 。　Eメールの件名記入欄に、正式企業名（legal name）を記し、「Security Profile」と記入する。正式企業名が記入されていない場合、申請処理に遅延を生じることもある。
５．サプライチェーン・セキュリティ・プロファイルのエクゼクティブ・サマリーの作成の仕方について申請者の理解を助けるため、以下のガイダンスを提示する：
a プロファイルの焦点は、申請者が操業している、及び／あるいは、ビジネスを行なっている外国を含めた海外製造者のサプライチェーンにある。
b セキュリティ・プロファイルは、申請企業が現在実施しているセキュリティ手続のプロセス・エレメントの概略を指し示すエクゼクティブ・サマリーを含むものでなければならない。セキュリティ・プロファイルはまた、申請企業が利用しているサービス・プロバイダーを明らかにし、且つ、当該サービス・プロバイダーが自社のセキュリティ・プログラムを整備していることを確認しているものでなければならない。ノート：申請企業のサービス・プロバイダーによって用いられているセキュリティ・プロセスの詳細は、プロファイル回答の一部としてCBPへ送付されてはならない。
c 申請企業或いは申請企業が利用しているサービスプロバイダーが、CBPが実施しているインダストリー・パートナーシップ・プログラム（Industry Partnership Program）に参加しているか明示すること：C-TPAT（the Customs-Trade Partnership Against Terrorism）、CIP(the Carrier Initiative Program )、SCIP(the Super Carrier Initiative Program)、BASC（the Business Anti-Smuggling Coalition）。
６．CBPが申請された製造者サプライチェーン・セキュリティ・プロファイルの審査を完了した後、製造者は申請後60日以内に、審査の所見（feedback）が伴ってOffice of Field Operations のAssistant Commissionerの署名の入った C-TPATアグリーメントを一部受け取る。
７．署名の入ったアグリーメントの受領確認は、Eメールで申請書に示されたEメールアドレスへ送信される。

誰が申請できるか？

· 米国のC-TPAT輸入者のセキュリティ・プロファイルに含まれているメキシコの関連会社。

· 米国のC-TPAT輸入者のセキュリティ・プロファイルに含まれていないメキシコの関連会社。

どのように申請するか？

· 米国のC-TPAT輸入者のセキュリティ・プロファイルに含まれているメキシコの関連会社は、ボランタリー・アグリーメント及びサプライチェーン・セキュリティ・プロファイル質問状を作成する必要はない。

· 米国のC-TPAT輸入者のセキュリティ・プロファイルに含まれていないメキシコの関連会社は、C-TPAT申請手続きを取らなければならない、すなわち、ボランタリ・アグリーメントとサプライチェーン・セキュリティ・プロファイル・質問上の提出である。

· 米国のC-TPAT輸入者のセキュリティ・プロファイルに含まれているメキシコの関連会社は、C-TPAT申請手続きを取ってもよい、すなわち、ボランタリ・アグリーメントとサプライチェーン・セキュリティ・プロファイル・質問上の提出である。
どのような情報を申告しなければならないのか？
C-TPAT輸入者のセキュリティ・プロファイルに含まれているメキシコの関連会社は、C-TPAT輸入者に、正式なカンパニー・レターヘッドが付いた用紙で以下の情報を申告してもらわなければならない。
求められるC-TPAT輸入者情報

· 正式な企業名（Legal Company Name）

· 住所（Street Address）

· 各住所（Street Address）に対応する製造者ID番号（MID）（FAST承認／ベネフィットを取得するために必用）

· 企業の連絡窓口
· C-TPATセキュリティ・プロファイルの提出日

· 記録上の輸入者番号（IOR：the Importer of Record Number）或いはその他CBPが割り当てた番号で、C-TPAT輸入者が記述したセキュリティ・プログラムでカバーされているもの。

求められるC-TPAT関連企業情報
· 正式な企業名（Legal Company Name）

· 住所（Street Address）

· 各住所（Street Address）に対応する製造者ID番号（MID）

· 企業の連絡窓口

· 連絡窓口の氏名と役職

· 電話番号

· FAX番号

· Eメールアドレス
· （製造国における）企業レベル及びオペレーションレベルでの上級管理職員の氏名を含む企業の構造

· 親会社／子会社及び米国へ出荷している関連製造施設のロケーション
· 法人証明（例えば、政府発行の証明書、及び／または免許証のコピー）

· 資本の源泉を含めた申請企業の財務状況の記述（例えば、個人所有か公開企業か）

· 製造者ID番号（MID）

· 基本顧客（Primary Customers）及び、子会社、関連製造施設から輸入しているビジネス・パートナーの名前

· それぞれの製造施設で製造されている商品のタイプ

· 申請企業或いは申請企業が利用しているサービスプロバイダーが、CBPが実施しているインダストリー・パートナーシップ・プログラム（Industry Partnership Program）に参加しているか明示すること：C-TPAT（the Customs-Trade Partnership Against Terrorism）、CIP(the Carrier Initiative Program )、SCIP(the Super Carrier Initiative Program)、BASC（the Business Anti-Smuggling Coalition）。

以上の情報を下記へ提出されたい：
Customs and Border Protection 

Office of Field Operations 

Customs – Trade Partnership Against Terrorism
1300 Pennsylvania Avenue, N.W.

Room 5.4C

Washington D.C. 20229

Attention: C-TPAT Foreign Manufacturer
CBPが申請された情報の審査を完了した後、CBPはC-TPATにおける関連企業のステータスについてC-TAPT輸入者に通知する。CBPは、C-TPAT認定の前に当該企業のセキュリティ・プロファイルについて確認（Validation）するオプションを保持する。CBPは、認定にあたって最初に確認（Validation）することが必要であると決定された場合には、審査期間を延長する権利を保持する。

税関は、このボランタリー・アグリーメントの処理期間中において、税関は秘密情報にアクセスする当事者になることを認識している。税関は、かかる情報の高度な秘密性（highly confidential and proprietary）を認識しており、この種の情報の秘密性を守るため適切な措置を取ることに同意する。
以上
一般適格要件





メキシコ製造者及び参加要請を受けたその他海外製造者





メキシコの関連企業








� 事務局注：FASTプログラムとは、あらかじめローリスクと認定された輸入者あるいはキャリアについて円滑な通関を適用するプログラムで、米国・カナダ国境を通過するトラックを対象としている。今回の2002年通商法に基づく事前申告ルールでトラックの事前申告ルールが策定されたことから、米・メキシコ国境通過のトラックにもこのプログラムがオープンにされた。下記参照。� HYPERLINK "http://www.cbp.gov/ImageCache/cgov/content/import/commericial_5fenforcement/ctpat/fast/fastbrochure_2edoc/v1/fastbrochure.doc" ��http://www.cbp.gov/ImageCache/cgov/content/import/commericial_5fenforcement/ctpat/fast/fastbrochure_2edoc/v1/fastbrochure.doc�
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